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DT核融合反応により 3.5 MeVのエネルギーを有するアルファ粒子が生成されるが，これらを効

率良く閉じ込めることは炉心燃料プラズマの自己加熱に重要である．また，これらのアルファ粒

子が燃料プラズマにエネルギーを与えることなく炉壁と衝突すると，炉の損傷に繋がることから

もアルファ粒子の損失過程の調査が重要となる．従来，損失アルファ粒子の計測法として，炉内

挿入型のシンチレータ損失イオンプローブを用いた手法が検討されてきた．しかし，核燃焼プラ

ズマでは，第一壁付近の中性子およびガンマ線量が大きくなるため，現在のシンチレータ損失イ

オンプローブをそのまま適用することは困難であると予測されている． 

我々は，損失アルファ粒子が Be炉壁と衝突する際の 9Be(α, nγ)12C反応に着目し，これにより

誘起される 4.44 MeVガンマ線を多チャンネル検出器を用いて，反応の空間分布をイメージ化する

手法を提案している．この手法では，ガンマ線検出器を第一壁から比較的遠くに設置できるため，

放射線損傷を軽減して，アルファ粒子の損失分布計測が可能となる． 

多チャンネル素子で構成される Positron 

Emission Tomography (PET) 用ガンマ線イメー

ジ検出システムを， Be9 (α, nγ) C12 反応由来の

4.44 MeV ガンマ線イメージ取得に最適化した

システムを構築中である．4.44 MeVガンマ線の

エネルギーと空間イメージをある程度の分解

能で取得するためにはコリメータの設計が重

要である．現在，EGS5 コードを用いてコリメ

ータの設計と理論性能の評価を行なっている．

図 1およびその説明文にシミュレーションの概

要を記している．発表では，進捗状況について

報告する． 

図 1. シミュレーション模型．コリメータ

とシンチレータに，点線源から放射される

4.44 MeV光子束を入射し，線源の位置やコ

リメータの形状を変化させ，最適な形状を

調査する． 
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